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? 要 旨 ?
独立行政法人国立女性教育会館が2001年度から2004年度に実施した「女性の学習関心と学習
行動に関する国際比較調査」の調査結果のうち、日本の学習機関（女性センター、公民館、放送
大学、国公私立大学、専門学校、職業訓練センター）から得られたデータについて、学習機関の
種類別に集計を行った結果の一部をまとめた。
学習の目的や動機、学習活動への支援や配慮、学習から得られた成果、今後の学習関心などの
項目を中心に、回答者の属性や講座の種類などとの関係について言及しながら学習の状況につい
て検討した。その結果は、概ねそれぞれの学習機関の特徴が反映されたものであった。
学習の目的や動機、学習から得られた成果、そして今後の学習関心に関しては、例えば、?考え
る力を向上させる」の項目については、教養系の学習を中心とした学習機関である国公私立大学
や放送大学で回答の割合が高かった。?家庭生活や日常生活に役立つこと」の項目については、講
座の種類で「趣味、教養に関すること」を学ぶ人が多い公民館の割合が高い。そして、?職業生活
に役立つこと」の項目では、専門学校や職業訓練センターの割合が高い。
また、学習活動に対する支援や配慮について、女性が学習活動を行う上で、身近な人に支えら
れているという認識が男性と比べて高いことが分かった。年齢分布で、30代と40代の女性の割
合が男性より高く、新卒でしばらく働いた後に、学習活動に参加している人が多いからだと思わ
れる。
今後、大学における社会人入学など成人の学習活動の増加が見込まれるが、学習活動がより実
りのあるものになるためには、カリキュラムの柔軟性や金銭的援助に加えて、学んだことが社会
で評価されるような仕組みの整備が求められる。
1. はじめに
本稿は、独立行政法人国立女性教育会館が2001年
度から2004年度に実施した「女性の学習関心と学習
行動に関する国際比較調査」の調査結果のうち、日本
の学習機関から得られたデータについて、学習機関の
種類別に集計を行った結果の一部をまとめたものであ
る。調査は、日本、韓国、ノルウェー、アメリカの
４ヶ国で、それぞれの国の研究者などを通じて行われ
た??。
日本で調査対象となった学習機関は、東北、首都圏、
北陸、関西、九州の5地域にある、男女共同参画セン
ターなどを含めた女性センター（Ｎ＝232)、公民館
(Ｎ＝174)、職業訓練センター（職業能力開発セン
ター）(Ｎ＝336)、専門学校（Ｎ＝204)、そして４年
制大学（放送大学および国公私立大学)（Ｎ＝106、
212）である。
調査方法は、自記式アンケート調査票を該当する学
習機関に依頼して配布・回収した。同時に学習者と学
習機関の担当者を対象としたインタビュー調査も実施
しているが、本稿ではアンケート調査の結果のみ使用
19国立女性教育会館研究紀要 vol.9 .August.2 005
論文
研究紀要――第９号
する。
調査の目的は、生涯学習が女性のエンパワーメント
をいかに促進できるかを明らかにすることであり、設
問の内容としては、回答者本人の属性、講座の種類・
内容や期間・時間帯のほか、学習の目的や動機、学習
活動への支援や配慮、学習から得られた成果、過去の
学習活動、今後の学習関心、ジェンダーに関する意識
などについてたずねている。ここではすべての設問に
ついて概観することはできないので、学習の目的や動
機、学習活動への支援や配慮、学習から得られた成果、
今後の学習関心などの項目を中心に、回答者の属性や
講座の種類などとの関係について言及しながら学習の
状況について検討する??。
2. 回答者の属性の分布
最初に、それぞれの学習機関別に回答者の属性の分
布を確認しておく。
表１において、まず性別については、全体では女性
が59.5％、男性が40.4％で、女性のほうが少し多い。
また、学習機関別では、女性センター（90.5％）と公
民館（83.9％）で女性が大半を占め、職業訓練セン
ターで男性（57.7％）が女性（42.3％）より少し多い
ほかは、男女がほぼ半々となっている。
年齢については??、全体では20代が33.0％で最も
多く、次に多い30代とあわせると約６割となり、40
代と50代はそれぞれ約２割となっている。男女別で
は、20代で男性が（43.2％）と女性（26.2％）より
も割合が高く、逆に30代と40代では女性の割合が高
い。学習機関別では、まず職業訓練センターでは、女
性は20代と30代に、男性は40代と50代に多く、受
講している講座の種類（表３）など、後に見るように、
多くの点で男女別に差異が見られる。国公私立大学で
は、男性は20代に多く（77.5％)、女性は20代も比
較的多い（48.5％）が、30代の割合が（34.7％）と
男性（11.7％）よりも高い。専門学校は、男女とも
20代が多いが、国公私立大学と同じく20代では男性
の割合が高く、30代では男性（17.3％）より女性の
割合(26.0％）が若干高い。放送大学では、男性で20
代(34.6％）の割合が女性（22.2％）に比べると少し
高い。女性センターと公民館については、20代が１
割弱と少ないが、その他の年齢カテゴリーについては、
40代が若干多いものの概ね３割前後となっている。
就業形態に関しては、全体では学生（42.5％）と失
業・求職中（30.4％）が多いが、男女別では学生や失
業・求職中は男性（それぞれ53.2％、40.3％）の割合
が女性（それぞれ35.1％、23.8％）よりも高く、専
業主婦・主夫では女性（18.2％）の割合が男性
(0.2％）よりも高い。学習機関別では、職業訓練セン
ターで失業・求職中が、放送大学、国公私立大学、専
門学校で学生がそれぞれ100％となっているのは学習
機関の性質上当然と言えるが、その他の特徴として、
放送大学と国公私立大学で常勤・正規雇用の割合が、
国公私立大学と専門学校でパート・アルバイト・派遣
などの割合が他の学習機関よりも少し高い。国公私立
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表１ 回答者の属性の分布（その１）（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大学 専門学校 職業訓練センター
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
サンプル数 (753)(511)(210)(22)(146)(28)(54)(52)(101)(111)(100)(104)(142)(194)
女 性 59.5 90.5 83.9 50.9 47.4 49.0 42.3
性別 男 性 40.4 9.5 16.1 49.1 52.1 51.0 57.7
無回答 0.1 0 0 0 0.5 0 0
20代 33.0 26.2 43.2 9.5 9.1 8.210.722.234.6 48.5 77.5 61.0 74.0 30.3 18.0
30代 26.3 31.9 18.0 27.622.7 28.110.731.528.8 34.7 11.7 26.0 17.3 44.4 19.6年齢 40代 20.9 24.2 16.0 32.427.3 37.717.924.121.2 11.9 4.5 10.0 6.7 16.9 24.7
50代 19.8 17.8 22.7 30.540.9 26.060.722.215.4 5.0 6.3 3.0 1.9 8.5 37.6
常勤・正規雇用 18.8 18.1 19.8 17.154.5 19.232.150.044.2 31.7 35.1 13.0 17.3 0 0
パート･アルバイト･派遣など 16.4 17.1 15.5 18.6 9.1 22.6 7.118.517.3 28.7 25.2 18.0 34.6 0 1.0
自営業主 1.8 2.0 1.6 3.8 4.5 2.710.7 3.7 1.9 0 0.9 1.0 1.9 0 0
家族従業者 2.5 3.3 1.4 5.2 0 4.8 3.6 7.4 7.7 2.0 0.9 1.0 1.0 0 0
内職・在宅ワーク 1.3 2.1 0 2.4 0 3.4 0 3.7 0 4.0 0 0 0 0 0
学生 42.5 .1 53.2 1.4 0 3.4 7.1 100 100 100 100 100 100 0.7 1.5就業形態
(複数回答) 専業主婦・主夫 10.9 18.2 0.2 29.0 0 34.2 0 7.4 0 9.9 0 5.0 0 4.9 0.5
定年退職した 0.6 0.4 1.0 1.0 0 0.7 7.1 0 1.9 0 0 0 1.0 0 0.5
失業・求職中 30.4 23.8 40.3 6.7 0 4.810.7 0 5.8 3.0 2.7 13.0 2.9 100 100
無職 5.3 5.7 4.7 11.418.2 3.428.6 3.7 5.8 2.0 2.7 10.0 5.8 0 0
その他 0.6 0.8 0.4 1.4 0 1.4 0 0 1.9 0 0 1.0 0 0 0.5
無回答 1.3 1.7 0.8 4.813.6 2.1 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0
大学の場合は夜間部が含まれているためと思われる。
また、専業主婦・主夫の割合は、女性センターと公民
館で他の学習機関よりも高い。
引き続き、表２で学習施設別に回答者の属性の分布
を確認する。
学習施設への時間は、全体ではそれぞれのカテゴ
リーで２割から３割となっていて男女別でも目立った
差は見られないが、公民館が居住地域内にあることか
ら「15分未満」が（56.2％）と半数を超えており、
逆に職業訓練センターは「60分以上」が女性で
(28.4％)、男性（31.9％）で30分未満の割合が比較
的少なく、他と比べると学習施設までの時間が長い傾
向が見られる。
最後に、受講期間は、全体では３ヶ月未満の割合が
(26.2％）と最も高く、男女別では女性の３ヶ月未満
の割合が（32.8％）と男性（16.6％）よりも高いが、
全体的には男性のほうが受講期間が長い傾向にある。
これは学習機関別で見たときに、女性センターと公民
館で３ヶ月未満が約半数となっていることが反映され
ていると思われる。また、職業訓練センターでは６ヶ
月以内にほぼすべて修了している。専門学校は６ヶ月
から２年までに集中している。放送大学と国公私立大
学は６ヶ月以上で分散しているが受講期間が比較的長
い人が多く、放送大学では、３年以上が男女とも３割
を超えていて、国公私立大学の男性も（29.7％）いる。
次に、受講している講座の種類について傾向を見る
(表３)。全体では「趣味、教養に関すること」の割合
が少し低いが大きな違いはない。男女別では、?学位
取得・学校卒業資格に関すること」で男性の割合
(50.5％）が女性（32.1％）よりも高く、?趣味、教養
に関すること」では女性の割合（31.9％）が男性
(14.1％）よりも高い。これは、20代に男性が多いこ
とと、女性センターや公民館に女性が多いことと関係
があるだろう。
学習機関別に見ると、?学位取得・学校卒業資格に
関すること」では放送大学や国公私立大学、専門学校
の割合が高い。?資格取得に関すること」では職業訓
練センターと専門学校で割合が高く、?学位や資格の
取得に関係しない、専門的知識や技能に関すること」
では女性センターと職業訓練センターの割合が高い。
職業訓練センターについては、?資格取得に関するこ
と」について女性の割合（69.7％）が男性（40.7％)
よりも高いが、?学位や資格の取得に関係しない、専
門的知識や技能に関すること」では逆に男性の割合
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表２ 回答者の属性の分布（その２）（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大学 専門学校 職業訓練センター
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
サンプル数 (753)(511)(210)(22)(146)(28)(54)(52)(101)(111)(100)(104)(142)(194)
15分未満 22.4 24.0 19.8 23.726.3 56.260.7 9.3 9.6 16.2 31.8 13.0 24.0 11.3 7.3
15分以上30分未満 23.0 25.6 19.2 32.415.8 29.532.120.432.7 25.3 23.6 24.0 11.5 16.3 16.2学習施設
への時間 30分以上60分未満 29.9 28.0 32.7 29.036.8 12.3 3.646.334.6 26.3 26.4 35.0 39.4 33.3 37.260分以上 23.7 21.5 27.0 7.715.8 1.4 3.614.811.5 26.3 10.0 21.0 17.3 28.4 31.9
無回答 1.0 0.8 1.4 7.2 5.3 0.7 0 9.311.5 6.1 8.2 7.0 7.7 10.6 7.3
３ヶ月未満 26.2 32.8 16.6 50.036.4 45.232.1 0 0 0 0.9 9.0 1.0 47.2 34.0
３ヶ月以上－６ヶ月未満 16.8 13.5 21.7 7.113.6 6.210.711.1 7.7 0 0 0 0 50.7 52.1
６ヶ月以上－１年未満 19.7 18.3 21.7 18.118.2 13.717.918.519.2 24.8 16.2 42.0 49.0 2.1 11.9
受講期間 １年以上－２年未満 15.3 14.6 16.2 8.113.6 9.6 7.122.219.2 30.7 18.9 36.0 44.2 0 0.5
２年以上－３年未満 9.8 8.5 11.5 4.3 4.5 7.521.4 9.321.2 27.7 32.4 11.0 4.8 0 0
３年以上 9.8 9.2 10.8 7.1 9.1 11.610.737.032.7 15.8 29.7 1.0 0 0 0
無回答 2.4 3.1 1.4 5.2 4.5 6.2 0 1.9 0 1.0 1.8 1.0 1.0 0 1.5
表３ 講座の種類（複数回答）（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大学 専門学校 職業訓練センター
女性 男性 女性
学位取得・学校卒業資格に関すること 39.632.150.5 0 0 0 075.982.7 100 100 100 100 0 0
資格取得に関すること 37.236.738.028.6 9.1 5.5 7.114.819.216.811.784.084.669.740.7
学位や資格の取得に関係しない、
専門的知識や技能に関すること 33.331.935.446.745.520.521.427.821.222.812.611.0 8.744.467.5
趣味、教養に関すること 24.731.914.140.563.677.471.429.638.520.8 6.3 2.0 1.9 2.1 4.6
無回答 2.8 3.1 2.3 3.8 9.1 8.2 3.6 3.7 1.9 0 0 0 0 0.7 4.1
(67.5％）が女性（44.4％）よりも高く、男女で傾向
が異なる。これは男性が主に技能系の講座を受講して
いるのに対して、女性は福祉関連の講座の受講者が比
較的多いことと関係しているだろう??。?趣味、教養
に関すること」では女性センターと公民館の割合が高
い。また、国公私立大学で、女性のほうが男性より
?学位や資格の取得に関係しない、専門的知識や技能
に関すること」や「趣味、教養に関すること」の割合
が少し高い。これは、男性に20代が多く、30代では
女性のほうが多いという受講者の年齢分布（表１）と
の関連が考えられる。
以上のように、回答者の属性の分布や講座の種類は、
それぞれの学習機関の特徴を概ね反映するものであっ
た。
3. 学習目的・動機、成果、今後学びたいことについ
て
調査では、現在の学習を始める目的や動機、現在
行っている学習から得られたこと（成果)、今後どの
ようなことを学びたいと思っているかに関して、?自
分自身に関わることがらについて」、?家庭生活に関わ
ることがらについて」、?職業生活に関わることがらに
ついて」、?地域活動や政治的な活動に関わることがら
について」の４つのタイプに分けてたずねている。
ここでは、現在の学習を始める目的や動機と現在
行っている学習から得られたこと（成果)、そして今
後どのようなことを学びたいと思っているかの３つの
設問に共通する項目??を並べ、学習機関別に傾向があ
る程度分かれていることを示す。なお、調査票でのそ
れぞれの設問の回答形式は、現在の学習を始める目的
や動機では ?とても重要」「やや重要」「あまり重要で
ない」「全く重要でない」の４つの選択肢を使い、現
在行っている学習から得られたこと（成果）では「と
てもあてはまる」「ややあてはまる」「あまりあてはま
らない」「全くあてはまらない」「まだわからない」の
５つの選択肢、そして今後どのようなことを学びたい
と思っているかでは「とても学びたい」「やや学びた
い」「あまり学びたくない」「全く学びたくない」の４
つの選択肢で回答するようになっているが、ここでは
それぞれ最も肯定的な回答（?とても重要」、?とても
あてはまる」、?とても学びたい」）を選択した割合に
注目する（表４、５、６)。
また、表中では、学習機関別で割合の値が高い順
(ただし10％以上）に２つ（ほとんど差がない場合は
２つ以上）に網かけがしてある。
最初に、?自分自身に関わることがらについて」の
項目だが（表４)、?自分に自信をつける」では、全体
にあまり大きな差はないが、値の高い順では、女性セ
ンターと職業訓練センターの女性の割合が比較的高い。
専門学校の女性の割合も職業訓練センターの女性の割
合に近く、総じて「学習目的・動機」と「今後学びた
い」では女性の割合のほうが少し高い。その一方で、
?成果」が得られた、つまり自分に自信がついたと答
えた割合は、放送大学や国公私立大学、専門学校で、
男性のほうが高い。これらの学習機関に共通している
特徴は20代の男性が比較的多かったことである（表
１)。
?考える力を向上させる」については、国公私立大
学の男女の割合が比較的高く、放送大学の割合もそれ
に次いで高い。これらは教養系の学習を中心とした学
習機関である。また、成果については女性センターの
割合が最も高い。
?コミュニケーション能力の向上」では、専門学校
の割合が一貫して高く、医療・看護や福祉関連の講座
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表４ 自分自身に関わることがらについて（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大学 専門学校 職業訓練センター
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
学習目的･動機 48.149.745.858.631.836.342.935.234.642.645.954.050.057.748.5
自分に自信をつける 成果 18.316.920.422.9 9.112.335.714.823.114.922.515.023.116.216.0
今後学びたい 60.363.256.266.750.056.246.457.451.964.461.361.058.768.355.2
学習目的･動機 48.947.750.553.845.525.325.048.163.562.463.152.051.047.943.8
考える力を向上させる 成果 31.332.529.441.9 9.121.932.127.836.538.639.630.026.928.924.7
今後学びたい 59.461.656.062.445.550.742.974.175.072.364.060.054.860.650.0
学習目的･動機 32.833.331.934.336.424.721.414.825.028.735.151.047.138.724.7
コミュニケーション能力の向上 成果 16.816.71 815.2 9.111.617.9 3.711.517.820.727.021.221.114.4
今後学びたい 46.247.943.845.7 045.942.942.644.244.651.457.049.051.437.1
の受講者が多く含まれているためと思われる??。
次に、?家庭生活や職業生活に関わることがらにつ
いて」の項目では（表５)、?家庭生活や日常生活に役
立つこと」については、公民館の割合が一貫して高い。
これは、表３の講座の種類で公民館の「趣味、教養に
関すること」の割合が高かったことが関係しているだ
ろう。専門学校や職業訓練センターの女性の割合も比
較的高いが、医療・福祉関連の受講者が比較的多いた
めと思われる。
?職業生活に役立つこと」では、専門学校の割合が
一貫して高い。職業訓練センターの割合は、?今後学
びたい」は高いが、その他の割合があまり高くないの
は、職業訓練センターの受講期間が６ヶ月と短いこと
や、成果として就職あるいは再就職がまだあまり決
まっていないということの表れだろう??。
?収入を増やす」に関しては、?学習目的・動機」と
?今後学びたい」で専門学校や職業訓練センターの割
合が比較的高いが、まだ受講中であり、ほとんどの人
が実際に働いていないため、?成果」の割合は低い。
最後に、表６で「地域活動や政治的な活動に関わる
ことがらについて」の項目を検討する。
?ボランティア活動やNGO・NPO活動への参加」
については、?学習目的・動機」や「今後学びたい」
で女性センターと専門学校の割合が比較的高い。これ
らに次いで、公民館や国公私立大学の女性の割合が高
い。
この結果は、他の２つの項目とも関係するが、学ん
でいる講座の内容とも関連している。表には示してい
ないが、それぞれの学習機関で学んでいる講座の内容
として、専門学校では男女ともに「ボランティア活動
や地域での活動方法」が26.0％で、値の高い順に女
性で第５位、男性で第４位であり、公民館の場合も同
じ内容について19.9％で第４位であった。成果とし
ての割合は高くないが、このことが直接関係している
だろう。
一方、女性センターの場合は、講座の内容で「女性
学・男性学や、ジェンダー、男女平等に関すること」
の割合が37.6％で第１位となっている。国公私立大
学の女性は、第１位が「時事・社会的な問題」
(71.3％）で、?女性学・男性学や、ジェンダー、男女
平等に関すること」は47.5％で第３位であった。こ
のことが、地域活動やボランティア活動への関心とつ
ながっていると考えられる。?社会の動きなどについ
て」と「ジェンダーの問題や男女平等について」で女
性センターと国公私立大学の女性の割合が比較的高い
のも、同様の理由によるものだろう。
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表５ 家庭生活や職業生活に関わることがらについて（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大学 専門学校 職業訓練センター
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
学習目的･動機 28.529.327.434.845.538.450.018.530.815.828.831.027.924.620.1
家庭生活や日常生活に役立つこと 成果 20.221.118.820.022.729.542.916.713.5 8.918.922.026.923.911.9
今後学びたい 33.638.626.237.136.445.939.335.225.030.728.839.031.740.119.1
学習目的･動機 36.634.739.531.027.311.014.337.034.634.739.665.060.642.334.5
職業生活に役立つこと 成果 9.4 9.010.0 8.6 4.5 2.7 3.6 9.3 9.6 5.010.822.018.3 9.9 6.7
今後学びたい 49.548.351.340.545.531.525.044.453.853.545.058.060.668.353.6
学習目的･動機 23.621.427.021.922.7 6.8 011.117.320.829.732.032.732.429.4
収入を増やす 成果 0.8 0.8 0.8 1.0 0 0 0 1.9 0 0 1.8 2.0 1.9 0.7 0
今後学びたい 49.648.651.144.340.938.4 7.129.638.546.548.655.057.769.759.8
表６ 地域活動や政治的な活動に関わることがらについて（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大 専門学校 職業訓練センター (Ｎ)
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
学習目的･動機 12.113.7 9.619.0 9.111.614.3 9.311.514.9 9.017.013.5 6.3 6.7(153)
ボランティア活動やNGO・
NPO活動への参加
成果 4.3 4.0 4.7 5.7 9.1 4.1 3.6 0 3.8 4.0 4.5 6.0 8.7 1.4 2.6(160)
今後学びたい 24.026.320. 8.519.225.717.129.026.920.418.6(303)
学習目的･動機 22.324.319.431.022.711.6 7.122.225.048.534.216.019.216.910.8(282)
社会の動きなどについて 成果 8.5 9.6 6.816.222.7 2.7 0 7.413.516.813.5 6.0 3.8 4.9 2.1(107)
今後学びたい 27.327.027.627.645.512.310.738.940.452.536.925.023.119.721.6(345)
学習目的･動機 12.916.3 7.830.518.2 7.5 014.815.422.8 9.0 9.0 7.7 5.6 5.2(163)
ジェンダーの問題や男女平等に
ついて 成果 7.2 9.8 3.324.313.6 3.4 0 5.6 5.810.9 5.4 3.0 2.9 0.7 1.0(316)
今後学びたい 19.021.615.131.022.711.6 3.629.625.034.718.916.015.4 9.910.8(240)
以上のように、表４、５、６を通じて、学習を始める
目的や動機、学習から得られたこと（成果)、今後学
びたいことについて、共通している項目の傾向を学習
機関別に比較したが、そこで見られた傾向は、それぞ
れの学習機関の特徴（設立の目的や講座の内容など）
を反映したものであった。
4. 学習活動に対する支援や配慮について
調査では、?あなたが、現在行っている学習活動を
始めようとしたとき、または学習を続ける上で、次の
ような支援や配慮がありましたか? あった場合はそ
れが支えになりましたか? なかった場合はなかった
ことがさまたげになりましたか?」という設問に対し
て、支援や配慮があった場合となかった場合に分けて
たずねている??。しかし、?さまたげになった」とい
う回答が総じて少なかったため、ここでは「とても支
えになった」と答えた割合を用いて、回答の傾向を読
み取る。
項目の内容は、?学習施設に関することについて」、
?家族・友人、職場などに関することについて」、?専
門学校や職業訓練センターに関することについて」の
３つ（表７、８、９）にまとめなおした。
なお、表中の網掛けについては、男女別では男女で
10ポイント以上の差があるもの、学習機関別につい
ては、割合の値が高い順（ただし10％以上）から２
つ（ほとんど差がない場合は２つ以上）に網かけがし
てある。
まず、場所やカリキュラムの利便性など「学習施設
に関することについて」の項目だが（表７)、放送大
学の割合が高い。学習内容や学習方法が柔軟に選択で
きることが評価されたものと思われる。
表８は、受講者（回答者）の身近にいる人々がどの
程度支えになったかということである。まず、男女差
については、女性の場合、男性と比べて「友人のはげ
まし」や「家事や育児・介護に対する家族からの支
援」、そして「一緒に学ぶ仲間や友人がいること」の
割合が高い。国公私立大学や専門学校の割合が特に高
いのは、これらの学習機関の受講期間が比較的長いこ
とが影響していると思われる。?家族、パートナーの
理解」については、全体の男女差はあまり大きくない
が、学習機関別に見ると、国公私立大学や専門学校、
職業訓練センターなどでは女性の割合が男性よりも高
い。
このように、女性が男性よりも身近な人からの支援
が支えになったと回答している割合が高いということ
は、裏を返せば、女性が学習活動に参加するための精
神的負担も強かったということになろう。
?家族や親戚からの金銭的援助」については、男女
別では男性の割合が高く、学習機関別では専門学校の
割合が比較的高いが、表１の年齢の分布を見ると、女
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表７ 学習施設に関することについて（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大
.
専門学校 職業訓練センター
あてはま
らない
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
通いやすいところにある学習施設・機関 33.734.332.939.522.737.739.338.951.925.733.331.028.829.629.9 13.6
少しずつ単位をとっていける受講の仕組み 17.817.817.816.7 9.1 5.5 3.657.463.510.921.612.010.626.110.3 39.2
自分の関心や必要に合った学習内容 42.946.737.253.822.739.742.961.157.738.627.940.040.448.636.1 8.5
自分の力にあった学習内容 25.927.124.337.113.626.028.642.640.417.816.220.028.819.022.7 12.4
自分に合った学習の方法 23.726.619.635.713.626.721.451.948.116.8 8.117.025.016.916.0 13.7
自分の都合に合った開講時間 32.333.530.538.127.331.521.444.453.821.823.421.030.841.529.9 14.0
表８ 家族・友人、職場などに関することについて（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大 専門学校 職業訓練センター
あてはま
らない
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
家族、パートナーの理解 49.150.946.652.922.727.428.640.750.063.456.872.058.752.138.7 8.7
友人のはげまし 28.933.122.924.3 9.116.410.720.421.250.536.053.026.941.517.0 19.6
家族や親戚からの金銭的援助 22.417.729.4 9.0 4.5 2.7 013.028.830.749.553.053.813.411.9 32.8
家事や育児・介護に対する家族からの支援 15.318.710.418.1 4.515.8 7.118. 619.818.028.013.515.5 5.7 45.8
職場の理解 11.5 9.614.5 8.1 4.5 2.1 3.613.017.329.729.715.025.0 0 2.1 57.7
職場での、学習活動に対する時間的配慮 8.2 6.610.6 6.713.6 2.7 3.614.8 9.618.826.1 5.014.4 0 0.5 60.7
一緒に学ぶ仲間や友人がいること 48.853.342.343.813.639.035.733.319.265.354.158.042.377.545.9 14.4
性よりも男性に20代の割合が高く、専門学校は男女
とも20代の割合が高いので、主に若年者が金銭的援
助を受けているのだろう。
?職場の理解」や「職場での、学習活動に対する時
間的配慮」は、男女別では男性の割合が若干高いがあ
まり大きな差ではない。学習機関別では国公私立大学
の割合が高いが、表１の就業形態を見ると、国公私立
大学の「常勤・正規雇用」や「パート・アルバイト・
派遣など」の割合が高いことと関係があるだろう。放
送大学も ?常勤・正規雇用」の割合が高いが、表7で
見たように受講方法が柔軟なため、あまり問題となら
ないと思われる。
表９は、主に専門学校や職業訓練センターの回答に
特徴が見られた項目である。
?受講料が低額あるいは無料であること」や「国や
自治体からの金銭的援助」に関して職業訓練センター
の割合が高いが、これは職業訓練センターが失業者
(雇用保険受給資格者）を対象としていて各種の手当
が支給されることから当然の結果と言える。?受講料
が低額あるいは無料であること」については、女性セ
ンターや公民館の割合も比較的高い。
?学習修了後の、学習施設や公的機関からの就業の
紹介や起業の支援」については、職業訓練センターと
専門学校の割合の差は大きくない。?学んだ成果が制
度として、社会の中で、評価・認定されるしくみ」で
は、専門学校の割合が高く、職業訓練センターの女性
の割合も高い。職業訓練センターの男性の割合があま
り高くないのは、表３の講座の種類で「資格取得に関
すること」の割合が、専門学校や職業訓練センターの
女性と比べて低いことと関係があるだろう。
表７、８、９で、学習活動に対する支援や配慮に関す
る項目についてまとめたが、3.の表４～６で見られた
のと同様に、それぞれの学習機関の特徴をある程度反
映したものと言える。また、表８から、女性が学習活
動を行う上で、身近な人に支えられているという認知
が男性と比べて高いことが分かった。そして表９から
は、資格を取得することによって「社会の中で、評
価・認定される」ということは、キャリアにつながり
やすいということが示唆される。
5. まとめと考察
以上のように、日本の学習機関で得られたデータを
学習機関別に集計したものについて、項目をしぼって
回答の傾向をまとめた。それぞれの学習機関の特徴が
概ね反映された結果となっている。
これらの結果を踏まえて、女性と学習活動について
もう少し考えてみると、表１の属性の分布では、20
代は男性の割合が高く、30代と40代では女性の割合
のほうが高かった。新卒でしばらく働いた後に、職業
生活の転換を求めて学習活動に参加している人が多い
と思われる。表にはないが、学習を始める目的・動機
に関して、?転職する」の項目で「とてもあてはまる」
と回答した女性の割合が、職業訓練センターと専門学
校で男性よりも高い??。
また、性別による違いとして目立ったのは、女性の
他者との関わりに対する意識が、男性より強く見られ
たことである。表８の「家族・友人、職場などに関す
ることについて」に関する項目の中で、?友人のはげ
まし」や「家事や育児・介護に対する家族からの支
援」、そして ?一緒に学ぶ仲間や友人がいること」な
ど、女性のほうが自分の学習活動が身近な人から支え
られているという意識が高い。つまり、これは受講に
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表９ 専門学校や職業訓練センターに関することについて（％）
全体 女性 男性 女性センター 公民館 放送大学 国公私立大 専門学校 職業訓練センター
あてはま
らない
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
学習について相談する人や相談場所 19.419.918.617.613.616.410.714.817.317.818.930.016.323.221.6 22.5
受講料が低額あるいは無料であること 50.154.843.167.136.453.432.138.938.522.834.220.0 7.791.570.6 17.2
学校や学習施設、学習についての情報が
豊富であること 17.818.117.419.018.2 8.2 3.614.819.217.817.125.019.223.218.0 25.7
国や自治体からの金銭的援助 20.315.727.012.9 4.5 1.4 7.1 0 1.9 5.923.411.010.650.750.0 52.3
学習施設・機関からの金銭的援助 8.6 8.1 9.4 5.7 0 1.4 0 0 1.9 6.915.3 7.0 2.923.213.9 61.7
学習修了後の、学習施設や公的機関からの
就業の紹介や起業の支援 9.3 7.212.5 2.4 0 1.4 3.6 0 1.9 2.0 8.115.017.321.118.0 51.5
学んだ成果が制度として、社会の中で、 11.2 2.9 0 1.4 3.6 9.313.5 4.0 6.325.022.119.7 9.8 44.0
際して何らかの困難を乗り越えてきた結果ではないか
と想像される。表９で、受講料が安いことに対して支
えになったと回答した割合も女性のほうが高い。
表９で、?学んだ成果が制度として、社会の中で、
評価・認定されるしくみ」があり、?とても支えに
なった」と感じているのは、主に資格取得を目指して
いる人々である。国公私立大学の女性で30代の割合
が比較的高いように、大学における社会人入学なども
今後増えてくると思われる。学習内容や学習方法など
の柔軟性、そして各方面からの金銭的援助も重要であ
るが、女性センターなどを含めて、ライフコースを通
じた学習活動がより実りあるものになるためには、直
接的にキャリアに結び付くかどうかは別にして、学ん
だことが社会で一定の評価を受けられるような仕組み
の整備が求められよう。
?注>
１)それぞれの国の有効回答数は、韓国が1,072（女性＝609、
男性＝463)、ノルウェーが1,032（女性＝680、男性＝
352)、アメリカが959（女性＝621、男性＝337）であっ
た。
２)なお、集計は基本的に男女別に行っているが、女性セン
ターと公民館の場合、調査では男女が参加している学習
プログラムを対象としたものの、結果として回答者のほ
とんどが女性となったため、それらの学習機関の男性の
集計結果については表には示すが言及しない。
３)今回の分析の対象は20～59歳であり、特に公民館など
については一般に60歳以上も多く、そのような点にお
いて今回の集計結果は、必ずしも日本の学習機関一般の
傾向を正確に反映しているわけではない。
４)取得予定の資格について、職業訓練センターの割合は、
男性の97.5％が産業関連資格なのに対して、女性は教育
福祉関連資格の割合が42.4％で最も高く、以下、ビジネ
ス関連資格が37.4％、情報関連資格が27.3％となって
いる。
５)設問間で項目の表現は多少異なる。例えば、表４の「自
分に自信をつける」は、学習目的・動機が「自分に自信
をつける」、成果は「自分に自信がついた」、今後学びた
いことでは「自分の自信につながること」となっている。
６)取得予定の資格について、専門学校の割合は、教育福祉
関連資格が最も高く（女性56.0％、男性46.6％)、医療
関連資格が次いで高い（女性31.0％、男性39.8％)。
７)?現在の活動から得られたこと」として「就職・再就職で
きた」で「とてもあてはまる」と答えた割合が、専門学
校の女性が19.0％、男性が20.2％に対して、職業訓練
センターの女性は9.2％、男性は3.6％と差がある。
８)回答の形式は、支援や配慮があった場合に「とても支え
になった」、?少し支えになった」、?支えにならなかっ
た」、なかった場合に「とてもさまたげになった」、?少
しさまたげになった」、?さまたげにならなかった」と
なっている。
９)職業訓練センターでは、女性が66.2％に対して男性は
42.8％で、専門学校では、女性が41.0％に対して男性は
28.8％であった。
(ふじもと・たかし 国立女性教育会館客員研究員)
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